
○岡田議長 次に、国頭議員。

〔国頭議員質問席へ〕

○国 頭議 員 よ なご ・ 未来の 国頭 です 。本日 は大 要４つ につ いて、

一つ 、教 育現場 につ い て、一 つ、 飼い 主のい ない 猫につ いて 、３

番目 にす る予定 だっ た 米子市 内で のＰ ＦＡＳ につ いては ４番 目に

する とし て、３ 番目 に 日野橋 につ いて という こと で質問 して いき

たい と思 います 。早 く 質問し て、 全部 質問で きる ように 頑張 りた

いと思いますけども。

ま ず最 初、教 育現 場 につい てお 聞き したい と思 うんで すが 、今

回は ちょ っとい じめ に ついて お聞 きし たいと 思う んです が、 いじ

めに つい て、い ろい ろ いじめ であ った り、不 登校 であっ たり 、学

校の 先生 方の長 時間 労 働等、 様々 な子 どもを 取り 巻く環 境っ てい

うの は変 化して ると 思 うんで すが 、ま ず、子 ども がいじ めを しな

い、 させ ないよ うに 学 校現場 では どの ように 教え られて いる のか、

また どの くらい の時 間 、いつ 頃か ら学 んでい るの かにつ いて お聞

きしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 いじ め をなく すた めの 学校で の学 習につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 い じめは 相手 の人 間性と その 尊厳を 踏み にじ

る人 権侵 害行為 です 。 また、 どの 学校 でも、 そし てどの 子ど もで

も起 こり 得る問 題と い うふう に捉 えて おりま す。 こうい った 前提

に立 った 上で、 いじ め を絶対 にし ない 、させ ない 、許さ ない とい

う風 土を 醸成す るた め に、学 習時 間の みなら ず、 学校生 活の あら

ゆる 場面 で指導 して い るとこ ろで ござ います 。具 体的な 学習 の場

面で いえ ば、例 えば 特 別の教 科、 道徳 や人権 学習 などに おき まし



て、 他者 を思い やる 心 である とか 助け 合って 生き ること など につ

いて 、小 学校１ 年生 か ら中学 校３ 年生 まで、 その 発達段 階に 応じ

て計 画的 に学習 をし て おりま す。 さら に、本 市独 自の取 組と しま

して 、い わゆる 小中 サ ミット と我 々呼 んでお りま すけれ ども 、こ

うし た場 で子ど もた ち がいじ めの ない 学校を テー マに話 し合 って

おり ます 。子ど もた ち 自身が いじ めの ない、 誰に とって も安 心・

安全 な学 校づく りを 目 指して 、主 体的 に活動 をし ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ま ずは 学 校現場 の先 生方 が子ど もた ちに対 して いじ

めを 許さ ないと いう 姿 勢で取 り組 んで いただ いて ると思 うん です

けど も、 やっぱ り子 ど もたち も心 底い じめは 駄目 だって 言わ れて

も、 本当 にいじ めは 駄 目だっ たん だっ て心か ら思 わない と、 いじ

めっ てい うもの は出 て しまう と思 うん ですね 。そ ういっ た根 本の

道徳 だっ たり、 そう い った教 育を 取り 組んで おら れると 思う んで

すけ ども 、まず いじ め をなく すっ てい う前提 じゃ ないん です けど、

学校 現場 でやっ ぱり み んなで 一緒 にな って考 えて いくよ うな 教育

って いう か、授 業等 を 現場で して いた だきた いな と、ま ずそ れお

願いしたいなと思っております。

そ れで は、本 市の い じめ認 知件 数の 推移と その 分析に つい てお

伺いしたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市に おきま すい じめ認 知件 数の

推移 とそ の分析 につ い てでご ざい ます けれど も、 本市の 公立 小中

学校 にお きます 過去 ３ 年間の いじ めの 認知件 数は 、小学 校に おき



まし ては 令和３ 年度 が ６１件 、４ 年度 が９２ 件、 ５年度 が１ ０１

件で ござ います 。中 学 校にお きま して は、令 和３ 年度が ２２ 件、

４年 度が ４９件 、５ 年 度が３ ５件 でご ざいま す。 小学校 では 増加

傾向 にご ざいま すが 、 中学校 では 年度 によっ て増 減、ば らつ きが

ある状況でございます。

平 成２ ５年度 にい じ め防止 対策 推進 法が成 立し 、この 中で 、い

じめ とは 当該児 童生 徒 と一定 の人 間関 係のあ る他 の児童 生徒 が行

う心 理的 、また は物 理 的な影 響を 与え る行為 であ って、 当該 行為

の対 象と なった 児童 生 徒が心 身の 苦痛 を感じ てい るもの と定 義さ

れま した 。教育 委員 会 として も、 学校 への指 導に おきま して 、い

じめ の積 極的な 認知 と 解消に 向け た取 組を進 める よう求 めて きて

おり まし て、そ の結 果 が先ほ どの 数字 として 表れ ている もの と分

析、認識しているとこでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 数 字っ て いうの は小 学校 が少し 、１ ００件 って いう

大台 に乗 ってし まっ た という こと であ ります けど 、中学 校は 増減

して ると いう感 じで す 。小学 校、 いじ め防止 対策 推進法 が出 る頃

は、 私も まだそ のと き 議員で した けど 、もう いじ めの件 数っ てい

うの は１ 桁しか なか っ たんで すよ ね。 ４件と か、 覚えて ます けど、

７件 とか 、年間 です ね 、だっ たん です けど、 ここ までな ると いう

のは しっ かりと 教育 現 場の皆 さん が、 先生方 が拾 って、 拾っ て、

拾っ てっ ていう のが 増 えてき てる とい うのが 現状 だと思 って 、こ

れが 別に 増える って い うのは それ だけ 拾っと られ る、対 応し とら

れる と思 うので いい と 思うん です が、 これが あま りにも 増え 過ぎ

ると 先生 方も対 応が で きなく なっ てく るんじ ゃな いかな と思 って



ます ので 。では 、こ の いじめ の把 握に ついて です けども 、ど のよ

うな方法で行っておられるのか、お聞きしたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 い じめ の把握 の方 法につ いて でご

ざい ます けれど も、 方 法とい たし まし ては、 本人 からの 訴え 、そ

れか ら当 該児童 生徒 の 保護者 から の訴 え、そ して 本人を 除く 児童

生徒 から の情報 など 学 校の職 員以 外か らの情 報が 発見の きっ かけ

とな る場 合がご ざい ま す。ま た、 学級 担任や 学級 担任以 外の 教職

員、 それ からス クー ル カウン セラ ー等 の相談 員な ど学校 の職 員、

それ から アンケ ート 調 査など 、学 校の 職員が 発見 のきっ かけ にな

る場合もございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 大 体、 い じめの 把握 は本 人が先 生に 言うと か、 それ

から 生徒 の保護 者か ら 伝わる と、 本人 の周り の児 童生徒 から の情

報っ てい うのも ある と いうこ とで す。 また、 担任 以外の 先生 方か

らも ある という こと で すし、 アン ケー ト調査 って いうの があ ると

いう こと で伺い まし た けども 、ア ンケ ートに つい てはど の程 度実

施されているのか、お聞きしたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ア ンケ ートの 実施 状況に つい ての

お尋 ねで ござい ます が 、アン ケー トの 実施に つき まして は、 学校

生活 アン ケート とい た しまし て、 学校 生活や 家庭 生活へ の悩 み事

や困 り事 などを 子ど も たちが 回答 する もので ござ いまし て、 学校

によ って 頻度は 異な り ますけ れど も、 おおむ ね年 に二、 三回 程度

実施 され てるも ので ご ざいま す。 また 、この アン ケート 以外 にも



必要に応じて実施している学校もございます。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 か つて 、 もう大 分前 にな るんで すけ ど、い じめ につ

いて 質問 してた とき に 、やっ ぱり この アンケ ート はなる べく 多く

取っ たほ うがい いじ ゃ ないか と言 った ことが あり ます。 なぜ かっ

て言 うと 、なか なか 取 らない と、 言う 機会も なく なって くる と。

拾え るツ ールじ ゃな い かなと 思っ てる んです けど も、年 ２回 か３

回の アン ケート はや っ とられ るっ てこ とです けど も、こ のア ンケ

ート は小 中学校 とも に 行って るの か、 このア ンケ ートの 実施 回数

でい じめ を把握 でき て いるの か、 お考 えをお 聞き したい と思 いま

す。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ア ンケ ートの 小学 校、中 学校 での

実施 状況 、それ から こ の実施 回数 で十 分なの かと いうよ うな お尋

ねか と思 います が、 ま ず、ア ンケ ート につき まし て、全 ての 小学

校、 中学 校で定 期的 に 行って ると ころ でござ いま す。そ れか ら、

アン ケー トの回 数等 に ついて のお 尋ね でござ いま すけれ ども 、ア

ンケ ート により まし て いじめ を発 見で きる場 合も ござい ます けれ

ども 、ア ンケー トだ け で全て を把 握す ること もま た難し いと 考え

てお りま す。こ のこ と から、 直接 子ど もと面 談す る教育 相談 です

とか 教職 員によ る日 常 的な観 察な ど、 あらゆ る機 会でい じめ の早

期発 見、 そして 早期 解 決につ なげ るよ う、そ うい う具合 に努 めて

いるところでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ア ンケ ー トはい じめ を拾 うツー ルだ とは思 うん です



が、 もう 一つは 、こ の 間、い じめ で進 んでる まち という こと で大

阪の 寝屋 川市の 取組 が ありま した けど も、ア ンケ ートを 毎月 やっ

てる とい うこと でし た 。これ は教 育委 員会に 上げ るんで はな くて、

市が 観察 室みた いな も のを持 って 、観 察室が 取っ てると いう 。な

ので 、市 として しっ か りとい じめ 取り 組んで いま すよと 、何 かあ

った らす ぐ言っ てく だ さいと 、対 応し ますと いう ような 取組 であ

った と思 います 。や っ ぱり早 く、 いじ めがあ った ときに 通報 でき

るよ うに 、それ から 言 えるよ うな 、そ れから 皆さ んの味 方で すよ

とい うよ うな取 組だ と 思うん です が、 そうい った いじめ を拾 って

いくということもあります。

で は、 次が大 事だ と 思うん です けど も、い じめ の問題 が発 生し

た場 合、 どのよ うな 取 組をし とら れる のか、 お伺 いした いと 思い

ます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 いじ め が発生 した 場合 のその 後の 対応に つい てで

ござ いま すが、 例え ば 先ほど 来出 てお ります アン ケート 調査 でい

じめ の兆 候など が認 め られた 場合 には 速やか に個 別の教 育相 談を

行っ てお ります 。得 ら れた情 報か らい じめの 可能 性があ ると いう

ふう に判 断した 場合 に はすぐ さま 管理 職や生 徒指 導担当 を中 心に

いじ め防 止対策 委員 会 を開催 し、 事実 関係や 対応 方針を 確認 する

など 組織 的な対 応を 行 ってお りま す。 また、 子ど もの気 持ち に寄

り添 いな がら、 関係 し た児童 生徒 への 指導や 支援 、ある いは その

保護者への情報提供を行うなど事案の解消を図っております。

な お、 学校内 だけ で 課題を 解決 を図 ること が困 難な場 合に は子

ども の状 況に応 じて 適 切な関 係機 関と 連携を して 、取り 組ん でい



るところでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 校内 なの か分か んな いです けど も、

いじ め防 止対策 委員 会 を開催 しと いう ことで 、学 校でし っか りと

議論 しと られる とい う ことで すけ ども 、教育 長、 聞いて なか った

んで すけ ど、北 尾教 育 長のと きに 、前 、答弁 で、 いわゆ るい じめ

の対 策マ ニュア ルも し っかり と作 って るんだ って いうこ とで すけ

ど、これは今でも存在するものなんですか。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 その 当 時が何 年の こと か分か りま せんけ れど も、

いじ めに 対して はそ う いった もの 、当 然、マ ニュ アル持 って おり

ます し、 それか ら社 会 情勢が 変化 する ことに よっ てアッ プデ ート

とい いま すか、 より よ いもの に変 えて きて、 変え 続けて きて ると

いう 状況 ですの で、 当 然、現 在も 全て の学校 が保 有して おり ます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 そ うい っ たもの も作 られ て、や って おられ ると いう

こと です ので、 この 中 で早期 に決 着す るもの とか も多い と思 うん

です けど も、や っぱ り 、教育 長言 われ たよう に、 継続指 導と か観

察中 の事 案につ いて ち ょっと 長く かか ってい くっ ていう 事案 があ

ると 思う んです ね。 こ こが、 この 事案 が結構 大事 で、あ まり 長く

なり 過ぎ て、期 をま た いでだ とか する と、全 国で あった よう に、

なか なか 行きづ らい と 、不登 校と かに もつな がっ ていく と思 いま

すし 、そ ういっ たと こ ろはや っぱ り、 先生方 も大 変だと 思い ます

けど も、 早期に 対応 し ていた だく よう にお願 いし たいと 思っ てお

ります。



で は、 今言い まし た ように 、い じめ と不登 校の 関係に つい ては

どのように考えておられるのか、お聞きしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 いじ め と不登 校の 関係 性につ いて ですけ れど も、

国の 調査 を見ま すと 、 令和５ 年度 、そ して平 成２ ４年度 の調 査を

どち らも ちょっ と紹 介 させて いた だき たいと 思い ますが 、令 和５

年度 は不 登校児 童生 徒 につい て把 握し た事実 、そ の中で 、小 中学

校の 不登 校児童 生徒 で その原 因を 答え ており ます が、例 えば 学校

生 活 に 対 し て や る 気 が 出 な い な ど の 相 談 が あ っ た 、 こ れ が ３ 2.

２ ％ 、 そ れ か ら 不 安 と か 抑 鬱 の 相 談 が あ っ た っ て い う の が ２ 3.

１ ％ で 、 こ れ ら が 多 く て 、 今 、 議 員 が おっし ゃる いじめ の被 害の

情報 や相 談があ った っ ていう のは 1.３ ％ と い う 数 字 が 出 て お り ま

す 。 ま た 、 いじ め防 止 対策推 進法 が成 立前の 平成 ２４年 度で は、

質問 の項 目は若 干違 い がある んで すけ れども 、不 安な情 緒的 混乱

が２ 6.６ ％ 、 無 気 力 は ２ 5.９ ％ で 、 こ れ ら が 高 く な っ て お り ま し

て、 今日 、話題 にし て いただ いて おり ますい じめ は 2.１ ％ と い っ

た 状 況 で ご ざ い ま す 。 こ うし たこ とか ら、不 登校 の要因 は本 人に

係る 状況 という もの が 大きい とい うふ うに考 えて おりま す。 しか

しな がら 、いじ めを 含 めた不 登校 の要 因は多 様化 、複雑 化し 、一

人一 人異 なるこ とか ら 、それ ぞれ 抱え る悩み を和 らげて 、強 みを

生か せる よう、 個々 の アセス メン トを 行いな がら 、児童 生徒 の支

援の充実を図っているところでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 先 般か ら も不登 校の 質問 もあっ たと 思うん です が、

やは りま ずいじ め等 の ない明 るい 楽し い学校 づく りとい うも のに



取り 組ん でいた だい て ると思 うん です が、そ うい うこと によ って

やっ ぱり 生徒も いや す い居場 所が ある という 学校 は行き たい もの

だと いう ような 、居 場 所づく りと いう ものを しっ かり取 って いた

だく こと によっ て不 登 校にも 、統 計的 にはあ んま り関係 ない とい

うよ うな ことが 出て お りまし たけ ども 、そう いっ たこと につ なが

って いく んじゃ ない か なと思 って おり ますの で、 引き続 きい じめ

対策 とい うこと に取 り 組んで いた だき たいな と思 ってお りま す。

次に 、学 校現場 で先 生 方、様 々な 問題 が発生 して ると思 うん です

が、 国は 教育機 関に 係 る法務 相談 体制 の充実 を目 指して おり まし

て、 大阪 市では 平成 ２ ５年か ら第 三者 専門チ ーム として 弁護 士等

の専 門家 を学校 に派 遣 する、 いわ ゆる スクー ルロ イヤー とい うも

ので 相談 体制を 構築 し ていま すけ ども 、本市 とし てのス クー ルロ

イヤーについてのお考えについてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 スク ー ルロイ ヤー につ いての 所見 をとの こと でご

ざい ます 。スク ール ロ イヤー に限 らず 、法律 の専 門家で ある 弁護

士か ら法 的側面 での ア ドバイ スを 受け るとい うこ とは、 いじ めの

未然 防止 や早期 解決 に つなが るな ど、 大変有 効な ものだ とい うふ

うに 認識 をして おり ま す。こ うし たこ とから 、本 市にお きま して

は、 必要 に応じ まし て 市の顧 問弁 護士 の方や 県の 法律相 談窓 口、

こう いっ たもの を活 用 すると いう よう な体制 はし っかり 整え てい

るところでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 多 分、 市 の顧問 弁護 士に は相談 され てるん じゃ ない

かな とは 思って おり ま したけ ど、 なか なかス クー ルソー シャ ルワ



ーカ ーだ とかい ろん な 皆さん 、学 校の 関係者 で問 題解決 しよ うと

思っ ても できな いも の という のは やっ ぱり多 いと いうか 、も う複

雑化 して るんじ ゃな い かなと 思っ てま すんで 、先 生方の 負担 を、

ちら っと 聞きま して も そんな に数 は多 くはな いと はお伺 いし てま

すけ ども 、相談 して る のは。 ただ やっ ぱりこ うい ったも のが ある

のと ない のと、 特に ま た教育 現場 の専 門の法 律相 談とい うか 、そ

うい った 特殊案 件の 事 例とい うの はや っぱり 専門 のほう がい いじ

ゃな いか なと思 って お ります ので 、ま たこれ は御 検討さ れて も、

先生方のためにとってもいいんではないかなと思っております。

○岡田議長 いいですか。

○国頭議員 いいです。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後２時５６分 休憩

午後３時１２分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

国頭議員。

○国 頭議 員 続 いて 、 ２番目 、飼 い主 のいな い猫 につい ての 取組

についてお伺いしたいと思います。

まず、これまでの経緯についてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 この事 業の これ までの 経緯 につい てで ござ

いま すが 、本市 では 飼 い主の いな い猫 による 生活 環境被 害が 課題

とな って おりま した こ とから 、飼 い主 のいな い猫 の増加 を抑 制す

るこ とに より、 地域 の 生活環 境の 保全 を図る とと もに、 殺処 分さ



れる 猫を 減らす こと を 目的と いた しま して、 飼い 主のい ない 猫の

不妊 去勢 手術費 用助 成 補助事 業を 平成 ２８年 度、 ２９年 の１ 月か

ら実 施を してお りま す 。本事 業に つき まして は、 令和３ 年度 まで

は補 助金 の申請 から 補 助金の 交付 決定 までに 約１ 週間を 要し てお

りま した が、事 務手 続 の簡素 化を 図り まして 、申 請から 最短 ２日

間で 交付 決定で きる よ うにし てお りま す。ま た申 請窓口 を増 設す

るな ど、 申請者 の利 便 性を図 った とこ ろでご ざい ます。 さら に令

和４ 年度 からは 、補 助 事業実 施者 の経 済的負 担を 軽減す るた め、

不妊 去勢 手術の 費用 を ２分の １の 補助 から全 額補 助、上 限１ 万円

に拡 充を してお りま す 。これ らの こと により まし て、申 請数 及び

実施頭数が大幅に伸びている状況にございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 で は、 今 年度の 、令 和６ 年度の 実績 につい てお 伺い

したいと思います。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 令和６ 年度 の実 績、令 和７ 年２月 末現 在で

申し 上げ ますと 、実 施 頭数は ３４ １頭 、補助 金額 は２５ ９万 7,０

０ ０ 円 と な っ て お り ま す 。 な お 、 本市 が行う 補助 事業に 対し まし

ては県から２分の１の助成がございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 こ の飼 い 主のい ない 猫に ついて は、 私も昔 、今 は片

足ぐ らい は突っ 込ん で ますけ ど、 動物 愛護の 団体 におっ たも ので、

１０ 年ぐ らい前 です か ね、１ ０年 前ぐ らいに はま だ鳥取 県も 殺処

分オ ンリ ーで、 県全 体 で猫だ けで も 1,５ ０ ０ 匹 ぐ ら い 毎 年 、 ひ ど

い と き に は 、 も っと 昔 に遡れ ば 3,０ ０ ０ 匹 殺 処 分 し て た と い う 時



代か ら比 べれば 、今 は 、８年 、１ ０年 前ぐら いに 殺処分 やめ るべ

きだ と、 動物愛 護法 が もうで きて 、そ してそ の殺 処分や めて いく

流れ が全 国的に 加速 し ていっ たん です けども 、そ のため に、 やっ

ぱり 殺処 分する 数を 減 らすた めの 、猫 も一遍 にマ ックス ７匹 ぐら

いま で産 みます んで 、 そうい うこ とに 取り組 んで きたと いう 経緯

があ ると 思いま す。 当 初、最 初始 まっ たとき は、 たしか 市の 予算

は６ ０万 円だっ たと 思 うんで すよ 。今 年は、 見た ら２６ ０万 円と

いう こと で、県 と半 分 ずつで すけ ども 、大分 数を しても らっ てる

と、 それ は本当 に大 変 だと思 いま すし 、担当 課の 皆さん には 大変

お世 話に なって ると 思 います 。し かし 、多分 、そ ういっ たこ とも

あっ てお るとこ ろで す 。増え て、 やっ ていた だい て、そ れか ら全

額補 助に してい ただ い てる、 これ 本当 にあり がた いこと だと 思っ

てお りま す。で は、 次 に、取 組の 成果 につい てど のよう に考 えて

おられるのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本事業 につ きま しては 、事 業開始 以降 、申

請の 件数 、実施 頭数 と もに年 々増 加傾 向にあ りま して、 事業 に対

する ニー ズは高 い状 況 にある と認 識を してお りま す。飼 い主 のい

ない 猫の 平均寿 命は 一 般的に ３年 から ５年と 言わ れてお りま して、

本事 業の 効果が すぐ に 出るも ので はな いと考 えて おりま す。 令和

６年 ７月 に実施 しま し た動物 愛護 団体 と本市 との 意見交 換会 、こ

れは 令和 ３年度 から 毎 年実施 をし てお ります けれ ど、こ の際 に動

物愛 護団 体から は、 長 いスパ ンで 見れ ば徐々 に猫 の頭数 も減 って

きて いる と感じ てい る 。特に ここ 二、 三年で 減っ たとい う実 感が

ある との 御意見 をい た だいて おり ます 。令和 ３年 度から 事業 の拡



大を して おりま して 、 令和８ 年度 頃に 、この 頃に は拡大 して から

ちょ うど ５年ぐ らい た ちます ので 、自 治会に 対す るアン ケー ト調

査を 実施 いたし まし て 、この 事業 の効 果の検 証の 一つに して 、ど

うい う形 でこの 効果 が あるか を検 証し ていき たい と考え てお りま

す。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 私 も以 前 と比べ たら 、８ 年前ぐ らい には私 も通 勤で

道を 走っ てたら 猫と か の死骸 ばっ かり 見てた とき があっ て、 こん

な米 子市 は嫌だ とい っ て避妊 、去 勢等 もした ほう がいい とい う、

そう いっ た記憶 はあ る んです けど も、 何か最 近は 、何か こう ちょ

っと そう いうの もあ ん まり見 なく なっ てきた かな と思っ てた んで

すけ ども 、ちょ っと 後 でお伺 いし たい と思い ます けども 。団 体等

もや っぱ りこれ だけ 避 妊、去 勢の 事業 やって いた だいて ると 、そ

れは やっ ぱり生 まれ る 不幸な 犬猫 も少 なくな って きて、 そう いう

効果 があ ってる とは 思 ってお りま す。 それで は、 この自 治会 に、

市民 の皆 さんに ぜひ 、 アンケ ート 取ら れると いう ことで すけ ども、

ぜひ 聞い ていた だき た いと思 いま す。 それで は、 私もか つて 聞い

たん です けども 、市 内 の国道 、県 道、 市道で の動 物死体 の回 収の

数、 これ は令和 ３年 度 から５ 年度 の３ か年と いう ことで すけ ども、

国道 及び 県道と 市道 及 び総数 と猫 の数 の総数 につ いてお 聞き した

いと思います。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 令和３ 年度 から ５年度 の市 内で回 収し た動

物死 体の 状況に つい て でござ いま すが 、まず 、令 和３年 度が 県道、

市道 合計 1,１ ０ ０ 体 、 う ち 猫 は ６ ２ ８ 体 で ご ざ い ました 。令 和５



年度 は合 計で９ ６６ 体 、うち 猫は ４７ ３体で 、と もにこ の３ 年間

で減 少傾 向にご ざい ま す。ま た場 所ご ととい うこ とで申 し上 げま

すと 、令 和５年 度で 申 し上げ ます と国 道及び 県道 は４２ ３体 、市

有地 及び 公有地 の合 計 で申し 上げ ます と５４ ３体 であり まし て、

令和 ３年 度、４ 年度 、 ほぼ同 じよ うな 割合で あり まして 、市 道等

の総回収数及び猫の回収数が多い状況にございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 数 字と し ては５ 年ま での 数字で すけ ども、 ３年 、４

年よ りは ５年は 減っ て きてる んじ ゃな いかな と思 ってお りま す。

動物 死体 の半数 以上 が 大体猫 だと 思う んです けど も、効 果が 出て

るん じゃ ないか なと 思 ってお りま す。 これは 多分 、かつ て聞 いた

とき は市 道の猫 の数 、 回収し てる 死体 の数を 聞い たとき に、 ８年

前ぐ らい 、１９ ０と か １８０ ぐら いだ ったと 思う んです よね 。何

かち ょっ と数の カウ ン トがど うな のか 分かん ない ですけ ども 、市

道だ けで 見ると 大分 増 えてる のか なと 。それ は、 それは です ね、

それ は、 県が殺 処分 を ゼロに した いと いう８ 年前 のこと もあ って、

殺処 分が 減った 分だ け 回収、 保健 所に 回収し なく なった って いう

のが ある と思う んで す よね。 だか らそ この部 分が なかな か、 動物

愛護 団体 も困っ てて 、 それで そう いっ たとこ ろが 結局、 行き 場が

なく なっ て死体 の数 が 急激に 増え たん じゃな いか なと思 って おり

ます 。こ れも徐 々に 減 ってる とい うこ とです ので 、こう いっ た数

も見 なが ら、ぜ ひ引 き 続き取 り組 んで いただ きた いなと 思っ てお

りま す。 では、 これ 今 現在、 補助 額が マック ス１ 万円と いう こと

で、 ２分 の１か ら引 き 上げて いた だい てる経 緯も あるん です けど

も、 周辺 の境港 だと か そこ、 大山 町だ とか、 結局 、雌猫 の避 妊の



場合 は大 体１万 四、 五 千円か ら 8,０ ０ ０ 円 と か 、 や っ ぱ り 、 取 り

組 ま れる 人はや っぱ り これを 自費 で出 してお られ るとい うの が、

経緯 があ るんで すね 。 そうい った 経緯 もある ので 、その 辺の 上限

を引 き上 げられ るつ も りはな いの かど うか、 お聞 きした いと 思い

ます。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本事業 の補 助金 額でご ざい ますけ れど 、先

ほど 申し 上げま した よ うに令 和４ 年度 に１万 円を 上限に 全額 補助

とい うこ とで改 正を し ており ます 。本 市の場 合、 獣医師 及び ボラ

ンテ ィア 団体等 の御 協 力によ りま して 、補助 金額 内で不 妊去 勢手

術を 行う ことが でき る 医療機 関が ござ います 。こ のため 実績 ベー

スで は８ 割以上 の猫 が 補助金 のこ の１ 万円、 上限 １万円 の金 額内

で手 術を できて いる 状 況にご ざい ます 。また 現行 の補助 制度 であ

りま して も大変 ニー ズ は高い 状況 にご ざいま して 、現時 点で さら

なる増額というのは考えてはおりません。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 他 市町 村 はやっ てお られ るとい うこ とも含 めな がら、

今後 、や っぱり そう は 言って も数 でい くのか とい うです ね、 数を

多く やっ てくこ とが 米 子市に とっ ては いいの かな という とこ ろを

考え なが ら、ぜ ひ取 り 組んで いた だき たいと 思っ ており ます 。ま

だま だす ごい数 の猫 等 がいる と思 いま すので 、お 願いし たい と思

います。

続いて、日野橋についてお聞きしたいと思います。

まず 市 の考 え方 と 、そ の取 組 につい て とい うこ と で言わ れ まし

たけ ども 、修繕 工事 の 予定と 、そ れか ら現在 の取 組につ いて お伺



いしたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 まず工 事予 定で ござい ます が、令 和５ 年度

に塗 装塗 膜に低 濃度 の ＰＣＢ の含 有が 確認さ れた ことに 伴い まし

て、 次年 度と令 和８ 年 度にＰ ＣＢ 除去 を伴う 修繕 工事を 実施 する

予定 でご ざいま す。 次 に取組 でご ざい ますが 、現 在設置 して おり

ます 日野 橋の在 り方 検 討委員 会に おい て、今 後の 維持管 理費 や文

化的 な価 値を踏 まえ た 今後の 在り 方に ついて 議論 してい ただ いて

ると ころ でござ いま す 。また 先月 でご ざいま すが 、市民 アン ケー

ト及び地元意見交換会を実施いたしました。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 令 和７ 年 、８年 とか けて 、２年 間に かけて ＰＣ Ｂ除

去を 伴う 修繕工 事を さ れると いう こと ですけ ども 、ちょ っと 聞い

てな かっ たんで すけ ど 、この ２年 間と いうの は通 行止め をさ れる

予定なんですか、通れるんですか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在の 計画 では 、歩行 者、 自転車 、こ れが

通れ るよ うな仮 設を 想 定をさ せて いた だいて いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 中 海テ レ ビ等見 てる と、 何かこ う日 野橋の 存続 か廃

止か みた いなと ころ で 特集を この 間組 まれて まし て、何 か私 とか

から 見て も、こ の日 野 橋の在 り方 検討 会に対 して 市が存 廃に つい

て判 断し てもら うよ う な感覚 を持 って しまっ たん ですけ ど、 そう

では ない という こと で すね。 そう いう 考えだ と思 います ので 、承



知い たし ました 。そ れ では、 この ２年 間の修 繕費 につい て、 結構

多額 にか かると 思い ま すけど も、 これ につい て国 や県に つい ての

財源の要望についてはされてるのか伺いたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○ 伊 達 都 市 整 備 部 長 本 事 業 に つ き ま し て は 、 定 期 点 検 及 び 調

査・ 設計 段階か ら道 路 メンテ ナン ス事 業補助 とい う、国 費５ ５％

でご ざい ますが 、そ れ を活用 して おり まして 、修 繕工事 にお いて

もそ れを 活用す るこ と として おり ます 。２か 年で 約１ 3.５ 億 円 が

必 要 な 日 野 橋 の 修 繕 費 を 国 土 交通 省及 び鳥取 県に 対して 特段 の財

源確 保を 要望し てい る ところ でご ざい ます。 また 例年要 望し てお

りま す日 野橋以 外の 橋 梁の修 繕計 画に 係る事 業費 につい ても 御配

慮をお願いしているところでございます。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ５ ５％ の 補助が 出る とい うこと で、 それ以 外に 県に

対し ても ぜひ要 望等 し ていた だき たい と思い ます 。それ では 、次

に、 何か ちょっ と思 い 出すの は、 この 存廃ま では ないん です けど

も、 かつ ての公 会堂 の ときの 何か 存廃 みたい なこ とをち ょっ と思

い出 すん ですけ ども 、 そのと きも 公会 堂もあ りま した。 やは り文

化財 の価 値もあ りま す けども 、ラ ンド マーク とい うこと があ りま

した 。米 子市は まだ 登 録有形 文化 財な ってな いよ うです けど も、

この 日野 橋をし っか り 修繕し てい くな らば、 それ は市の ラン ドマ

ーク とし て観光 資源 等 に役立 てて はど うかと 、取 り組む べき では

ないかと思いますけども、市の考えをお聞きしたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 日野橋 は国 土の 歴史的 景観 に寄与 する もの



とい う国 の基準 によ り まして 、平 成１ ５年に 国登 録有形 文化 財と

なっ てご ざいま す。 ま た大山 の写 真撮 影のポ イン トの一 つに なっ

ているとの認識は持ってございます。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 登 録有 形 文化財 にな って 、市内 には １７あ ると いう

こと で、 しっか りと 、 これは １０ ０年 残って る日 野橋と いう こと

で、 修繕 される なら ば やっぱ り６ つの アーチ 、そ して全 長は ３６

６メ ート ル、晴 れて も 雨であ って も渡 れば日 野川 、大山 を見 渡せ

る自 然豊 かな米 子の 歴 史を感 じる こと ができ る、 そうい った 場所

だと 思い ますの で、 ぜ ひそう いっ た形 で取り 組ん でいた だけ れば

と思 って おりま す。 あ と市民 アン ケー トにつ いて の反映 、取 って

おら れる という こと で したけ ど、 この 反映の 仕方 につい てお 伺い

したいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 市民ア ンケ ート につい ての お尋ね でご ざい

ます 。今 後の日 野橋 の 在り方 につ いて 、広く 市民 の意見 を聞 くこ

とを 目的 といた しま し て、先 月末 を期 限とし て市 民アン ケー トを

実施 した ところ でご ざ います 。ア ンケ ート結 果に つきま して は、

今月 末に 開催予 定の 日 野橋の 在り 方検 討委員 会に おいて 報告 いた

しまして、議論をする予定としているところでございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 こ のア ン ケート も無 作為 に聞い てお られる と思 いま

すけ ども 、やっ ぱり そ の日野 橋の 近く の、公 会堂 のとき もそ うだ

った んで すけど も、 近 くの人 にと って は余計 に残 したい とい う意

見は あっ たりす ると 思 います し、 それ は様々 なア ンケー ト回 答が



出て くる んじゃ ない か なと思 って おり ますが 、し っかり とま た議

論し てい きたい と思 っ ており ます ので 、よろ しく お願い した いと

思います。

続 きま して、 最後 で すけど も、 米子 市内で のＰ ＦＡＳ につ いて

お伺いしたいと思います。

上水 道 では 令和 ２ 年か らＰ Ｆ ＯＳ、 Ｐ ＦＯ Ａの 検 査を行 っ て、

いわ ゆる 有機フ ッ素 化 合物と いう もの の中の ＰＦ ＡＳの 中の もの

です けど も、定 期的 に 検出さ れる 西尾 原の水 源地 では、 数値 が２

４ナ ノグ ラムリ ット ル 、直近 の令 和６ 年１２ 月で は１３ ナノ グラ

ムと いう ことで あり ま すけど も、 この 数値の 原因 を調査 しな いの

か、その理由をお伺いしたいと思います。

○岡田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 西 尾 原水源 地の ＰＦ ＡＳの 原因 究明に つい ての

お尋 ねで すけれ ども 、 国が定 める 暫定 目標値 、５ ７ナノ グラ ムパ

ーリ ット ル以下 でご ざ いまし て、 減少 傾向に ある ことか ら、 現時

点では特段の対応は考えてございません。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 昨 年の 錦 織議員 の質 問と 土光議 員の 質問を ちょ っと

改め て見 させて いた だ いたん です が、 令和２ 年が ２４ナ ノグ ラム、

令和 ３年 は１１ に下 が って、 ただ 令和 ４年に ２４ とまた 戻っ てる

んで すよ ね。令 和５ 年 に１５ 、令 和６ 年に１ ３と 下がっ たん です

けど 、や っぱり 、答 弁 では局 長も 下が るよう な方 向だと 思っ てる

と答 弁さ れてる んで す けど、 やっ ぱり その辺 は、 不安だ なと 思う

とこ ろは 、１回 上が っ てます んで 、下 がって 上が ってる 経緯 があ

るの で、 そうい った 何 か産廃 じゃ ない んです けど 、原因 物質 がど



こか にあ って地 下水 源 に流れ てる とい うこと であ れば、 やっ ぱり

調査 とい うのは すべ き じゃな いか と。 報道で 全国 都府県 では 、ま

たは 市町 村がニ ュー ス とかで 出て て、 米子市 も出 てたん です けど、

大体 のと ころが その 調 査をす る、 原因 調査は する と答え てま すけ

ども、その違いについてお聞きしたいと思います。

○岡田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 報 道 等で原 因究 明の 調査を して いる団 体等 が出

てい るの は承知 して ご ざいま すけ れど も、そ の団 体は国 の暫 定目

標値 であ ります ５７ ナ ノグラ ムを 大幅 にオー バー してい る団 体が

こう いっ た原因 調査 を してい る状 況で ござい まし て、暫 定目 標値

以下 の団 体でそ うい っ た調査 をし てい る団体 とい うのは 今の とこ

ろ承 知し てない とこ ろ でござ いま す。 いずれ にし まして も、 本市

の場 合、 基準を 大き く 下回る １３ ナノ 、減少 傾向 という とこ ろも

ござ いま すので 、引 き 続き検 査の ほう はいた しま すけれ ども 、特

段の対応というのは考えてございません。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 こ れ、 今 でもず っと 、分 かって も９ ００世 帯の 方に

は供 給さ れてる んで す よね。 やっ ぱり 心配な 人は 家庭に それ を取

り除 く装 置をつ けた り してる 方も ある んです けど も、局 長、 過去

の錦 織議 員の答 弁の 中 で、そ れ取 り除 くため には 粒状活 性炭 処理

とか 逆浸 透膜の ＲＯ 膜 の処理 等が ある と答え てお られま すけ ども、

そういったことをしていく考えもないですか。

○岡田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 現 時 点での 数値 にお きまし ては 、国の 最近 の科

学的 知見 等によ りま し て基準 が導 かれ ており まし て、そ れ以 下の



状態 でご ざいま すの で 、そう いっ た対 応、設 備の 対応等 につ いて

現時点で行う考えは持っておりません。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 調 査を 、 やっぱ り産 廃、 全国で 出て る、数 値が 出て

ると ころ はやっ ぱり 産 廃が、 自然 界に ないも ので すから 、化 合物

で人 工的 に作っ たも の が要因 なん です よね。 だか ら産廃 等が 一番

考え られ る。こ れは 県 等、県 が産 廃の 管轄で すの で、米 子市 水道

局で でき なかっ たら 県 と一緒 に原 因を 、その 水道 水を供 給す る限

りは 、数 値が上 がっ て からや るん では なくて 、す るべき だと 思っ

てお りま すので 、そ れ はもう 今か らで もして いた だきた い。 しな

けれ ば除 去する よう な 方策も 含め て考 えてい ただ きたい と思 いま

して、要望して質問を終わります。


